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【1】業務体制につきまして（P3～P5）

弊社は2017年に国際規格であるISO9001（QMS＝品質マネジメントシステム）を認証取得し規格が要求する基準・手法に準じた品質管

を行っております。またお客様の新たなニーズや時代背景に合わせ、現状に満足することなく、随時改善・改良を行い、組織的な成長を続け

ていけるように社員一丸となり取り組ませて頂いております。

ISO9001とはより良い製品やサービスを提供し、さらにそれを維持・向
上させる為の品質管理方法を体系化し定めた国際規格となっております。

具体的な取り組みにつきまして

■規格の要求事項に基づき自社の業務マニュアルを作成し、

自社が行っている事業内容に対する業務内容を

明確化し文書による認識の共有と作業を徹底して行っております。

⇒お客様の多様なニーズに対し社員1人1人が独自性を発揮し、

より有効な製品・サービスをご提案させて頂く中でも、基本的な

品質管理方法から逸脱することなく、より安心・安全な製品・サ

ービスのご提案を させて頂けると考えております。

※ご参考までにP4・5にてQMSの弊社品質マニュアルより抜粋したものを2点ご紹介させて頂きます。

P4⇒品質マニュアル P5⇒業務活動一覧

ニーズに合
わせた製
品・サービ
スのご提案

標準化され
た品質管理
プロセス

最適な製
品・サービ
スの納品

品質管理プ
ロセスの評
価・改善・
改良
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品質マニュアルに記載がございます、調査表・施工管理表の2点につ
きましては目次3にてご紹介させて頂きます。

ご参考資料
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ご参考資料

お引合から施工完了報告までの各段階において個々に、必要なものや工夫・課
題について明記し共有しており、課題については随時是正活動を行います。
なっております。 P5



【2】各種取扱い事業内容につきまして（6P～19P）

（１）空調設備工事

（２）換気設備工事

（３）給排水設備工事

（４）衛生設備工事

（５）内装工事・建具工事

（６）空気調和機及び各種送風機の点検・整備・更新工事

※リフレッシュ工事

（７）各種ファンコイルユニット点検・整備・更新工事

※リフレッシュ工事
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（１）空調設備工事

空調設備の新設・リニューアル工事・冷媒配管工事・ドレン配管工事及び付帯す
る電源工事一式を弊社一括で承れます。また上記工事に伴い発生する天井造作・
コア貫通・レントゲンなどにつきましても同様に承れます。

天井カセット型4⽅向 室内機 ビルマルチエアコン 室外機

冷媒配管⼯事 ラッキング⼯事 P7



（２）換気設備工事

換気設備の新設・リニューアル工事・ダクト工事・フード設営工事及び付帯する
電源工事一式を弊社一括で承れます。また上記工事に伴い発生する天井造作・コ
ア貫通などにつきましても同様に承れます。

排⾵機据付⼯事厨房局所排気新設⼯事

外壁コア貫通⼯事(レントゲン実施) 排気フード設営 P8



（３）給排水設備工事

給排水設備の新設・リニューアル工事を承れます。また上記工事に伴い発生する
土間斫り・コア貫通・レントゲン・保温工事などにつきましても同様に承れます。

排⽔管改修⼯事（施⼯後）排⽔管改修⼯事（施⼯前）

排⽔管改修⼯事（保温⼯事前） 排⽔管改修⼯事（保温⼯事後） P9



（4）衛生設備工事

衛生設備の新設・リニューアル工事及び付帯する給排水管工事、電源工事一式を
弊社一括で承れます。また上記工事に伴い発生する土間斫り・コア貫通などにつ
きましても同様に承れます。

和便器リニューアル工事 施工後和便器リニューアル工事 施工前

洗面器リニューアル工事 施工前 洗面器リニューアル工事 施工後P10



（５）内装工事・建具工事

【ドアヒンジ修繕 施工前】 【ドアヒンジ修繕 施工後】

【フロアヒンジ更新工事 施工前】 【フロアヒンジ更新工事 施工後】

【事務所内装工事 施工前】 【事務所内装工事 施工後】 P11



（6）空気調和機及び各種送風機
の点検・整備・更新・リフ
レッシュ工事

6-1 点検

⇒各部振動値測定や運転電流値測定、また聴診器による異音確認などの点検内容によ

り、思いがけない機器のトラブルのリスクを未然に察知し、設備機器保全業務について御

手伝いさせて頂きます。また点検内容については、その現場の状況・環境・その他の背景

を点検表に反映し、よりご安心頂ける内容で実施させて頂きます 。また点検表など、点

検内容が分かる資料をご提供頂ける際には、記載の内容に従って作業を実施させて頂

きます。

6-2 整備（施工写真：P13）

⇒ファンベアリング、モーターベアリング、プーリー、ベルトの取替え、及びプーリーの芯出し

作業、ベルトの張り調整作業、また各部の洗浄作業を実施し、なるべく長期でご使用頂けます

よう、また部品の不具合による運転停止リスクの予防のため、機器の健康状態を維持・改善い

たします。

6-3 更新（施工写真：P14)

⇒機器の入替え手順や搬出入作業、その他の事項まで細かにフォローし、内容や仕様を

確認・共有させて頂くことで、工事内容に関する齟齬を無くす作業を徹底いたします。ま

たCADによる施工図をご提示させて頂くことで、より正確かつ明確な施工をご提供させて

頂きます。
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6-2

空気調和機 整備工事

【施工前】 【ファンベアリング 取替中】

【モーターベアリング取替中】 【プーリー・Vベルト取替中】

【Vベルト張り調整】 【施工後】 P13



送風機更新工事 施工前】 【送風機更新工事 既設撤去】

【機器搬出入中】

【送風機更新工事 施工後】

【ブレーカー・マグネット取替】

【CAD 施工図】

6-3

送風機 更新工事
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6-4 リフレッシュ工事

6-4 リフレッシュ工事（施工写真：16P）

⇒経年劣化、またはその他の事情により機器の更新が必要になった際には、

機器の本体購入、直接工事、間接工事などによるコストの増大、または現

場状況により本体の更新が難しい場合などの、諸条件をクリアするべく弊

社では機器の主要部品交換や、保全作業による機器のリフレッシュ工事を、

積極的にご提案させて頂いております。また弊社ではメーカーに依頼する

ことなく、冷温水コイル、蒸気コイル、シャフトなどを自社で設計・製作

することにより、メーカー同等品をより安価にご提供させて頂くことで、

他社様との競合において優位性を保持することが可能となっております。

以下に自社にて設計・製作また、施工した案件について参考写真をご紹介

させて頂きます。
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【送風機用シャフト自社制作品 左側】 【ドレンパンFRP塗装工事】

【冷温水コイル 自社設計協力業者製作品】

その他につきましても金物や鋼材
など材料を問わず、ご要望がござ
いましたら、お気軽にご相談下さ
いませ。ご要望に合わせた製品と
施工をご提案させて頂きます。

6-4 リフレッシュ工事写真
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（7）各種ファンコイルユニット
の点検・整備・更新・リフ
レッシュ工事

7-1 点検

⇒各部振動値測定や運転電流値測定、また聴診器による異音確認などの点検内容によ

り、思いがけない機器のトラブルのリスクを未然に察知し、設備機器保全業務について御

手伝いさせて頂きます。また点検内容については、その現場の状況・環境・その他の背景

を点検表に反映し、よりご安心頂ける内容で実施させて頂きます 。また点検表など、点

検内容が分かる資料をご提供頂ける際には、記載の内容に従って作業を実施させて頂

きます。

7-2 整備

⇒モーターベアリング取替え、及び各部(ファンランナー・コイルフィン・ドレンパン)の洗浄作
業

を実施し、なるべく長期でご使用頂けますよう、また部品の不具合による運転提示リスク

の予防のため、機器の健康状態を維持・改善いたします。

7-3 更新

⇒機器の入替え手順や搬出入作業、その他の事項まで細かにフォローし、内容や仕様を

確認・共有させて頂くことで、工事内容に関する齟齬を無くす作業を徹底いたします。ま

たCADによる施工図をご提示させて頂くことで、より正確かつ明確な施工をご提供させて

頂きます。
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7-4 リフレッシュ工事

7-4 リフレッシュ工事（施工写真：P19）

⇒経年劣化、またはその他の事情により機器の更新が必要になった際には、

機器の本体購入、直接工事、間接工事などによるコストの増大、または現

場状況により本体の更新が難しい場合などの、諸条件をクリアするべく弊

社では機器の主要部品交換や、保全作業による機器のリフレッシュ工事を、

積極的にご提案させて頂いております。また弊社ではメーカーに依頼する

ことなく、ファンブロック、ドレンパンなどを自社で設計・製作すること

により、メーカー同等品をより安価にご提供させて頂くことで、他社様と

の競合において優位性を保持することが可能となっております。以下に自

社にて設計・製作した案件について参考写真をご紹介させて頂きます。
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7-4 リフレッシュ工事写真
【ファンモーター自社製作品 左側】

【ドレンパン自社製作品 左側】 P19



【3】品質管理方法につきまして（P20～P21）

弊社では品質及び再現性の向上を目的に、品質マニュアルに

よって標準化された業務の認識と共有だけではなく、より実

用的なものへ落とし込み運用することで実務への浸透度を高

めております。またそれらを運用しながら改善・改良を進め、

より質の高い業務を行えるように努めております。次頁より

その中から「施工管理表」と「調査表」の一部についてご紹

介させて頂きます。
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本紙のような【調査表兼検品表】を作業の種類ごとに作成し
ており、調査の際は全員が本紙を使用しております。これに
より調査漏れや個人間での調査の精度や質のムラを無くし、
工事・作業の段取りを安定したものにしようと努めておりま
す。

ご参考資料
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【4】最後に

弊社におきましては現状に決して満足せず、常に改善・改良の意識

をもって業務を行い、時代やニーズに応じた対応を続けていけるよ

う、謙虚に堅実に御社の業務に取り組んで参ります。また品質向上

のため、自身のスキルや知識の向上を図り、技術的・実務的な側面

から御社のお力になれるよう、メンバー一丸となって努力を続けて

いく一心でございます。最後までご覧いただき、誠に有難うござい

ました。今後とも何卒宜しくお願い申し上げます。

株式会社リード 社員一同
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